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ゴムパッキングに閲する研究儒1帝）  

西 川  英  男  

．林  、清  

岡  信  子  

アンカーキャップ瓶詰のパッキングとLて佗用せらるる輪ゴムの脱硫方法に関する研究は既に大  

正1嘩紀行はれ見舞凛に應用されていたが戦時中は資材不足のため中止されてゐたものである？   

然るに終戦後内需同貯蔵食品琴準としてのアンカー瓶詰の需要が増大し、然も戦時中の如き粗無  

品は漸如ゝへ！1見られなくなり、優良品の辣寧時代となったた軌再び脱硫せる鴇ゴム要求の寒が  

戦くなって釆た0倣って筆者等は輪ゴムの脱硫について称検討すると共に礎碑等閑庭附せられてゐ  

た輪ゴムと統語の碑封との関係を明かにL、叉輪ゴムの耐ねつ．耐納、耐軌老化性及兢藷内界物  

に及ぼす影響等に？いて種々実験研究し以てアンカーキャップ瓶詰に於ける輪ゴムの重要性把つき  

考察卜併せて各試料のィくツキングとしての適者如何を調べた。  

l．輸ゴムの脱硫に就て  

輪ゴム中にはゴームの加酪工程に於ける未反廠の遊離端数を多少共含有するものであるこの遊離聞  

笥が瓶詰内容隊汁の存在に放てアンカー讃のブリキ材質と作用して礪イヒ鉄等の生成に塞く．所謂異  

変を患こし、これが漸次概内忙移行して内界物を汚染したり或は内容物中の有権酸により分解さ  

れて硫化水素を発生し内容物に臭窺を附興したりする等の意変イヒをぁこす。  

脾碕はこの惑変化の棍瀬たる連邦棟数を除去するのが那勺であってこれには通常苛性ノーダ終演  

が使用される0木研究に於てはこの抱硫液として使用される苛性ソーダの磯度及煮沸時間と腹蔵  

歴との関係、睨碗度と異変との関係、脱硫輪ゴムの物肇拍勺、機械的性質の変イヒ等につき実験した   

A、試  料   

脱硝試験の試料として次の2額顆ゆ輪ゴムを使用Lた。これ等は何れも本年1呵中旬大将踊鳥   

工場より入手したものである。  

■   

先づ試料をイヒ学分析して輪ゴムの組成を明かにした。分析法  

は日本梗嘩規格第3好号に従って行った。紐果次の如し，  

（百分率）  
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補正アセト  
ン 抽1日 物  

ク ロ ロ ホ ル  

ム 州 川 物  

ア ル コ ー ル  

ソーダ抽艶物  
無 機 囁 料。放 線 葉  

2．38  77，4、05  2．88  

2．10 【 75，157 『   0  

月、脱硝武儀涛   

一定密度の苛性ソーダ終液20仙†を入れたる  

1立寄ビーカー中に輪ゴム20本（約50瓦）を   

投入し一足時間煮排する。煮排中は時々内容   

物を増枠して睨礪の平均化を阿り、叉蒸発せ   

t  

る水分は補充して常に－一束景を保たlめる。  
t   

煮沸終れぼ輪ゴムを・申出して水洗し次に贋水中にてき0分間煮沸し、終れぼ再び水洗Lて腹・硫・操   

作を完了す。   

脱硫打使用せし苛性ソーダ溶液は1プ≦、2％、3％、5％の墳度のものを用ひ煮沸時間は各々  

1時間，2時間，3時間、4時間行った。   

碕苛性ソーダ溶液は試料の替る都度新といものと風琴へた。  

（t！、舵礪試験紙環  

前項り方殊にてA、J！2應の紳汁に付脱硫を行ひたる後輪ゴム中の殊督硫資長を測発して苛性   

ソーダ¢）鵡度及煮沸時間と脱硫度との関係を調づた結果第ユ表の如し  

飾1来 苛性ソーダ濃度及煮沸時間と脱硫慶（遊離節華量）との関係  

＼、、頚飾時間  
＼  

苛性ソー 

ダ濃度  
＼   

lIクを；  

1  

2  

：1  

r, 

1  

l  

第l表を図表にて示せば次の如し   

11、要約と考察   

脱硫試験結果を要約し且考察すれば攻の如L．  

（l）試料A及玉の脱硝前の遊雛琉数量はそれぞれ0．275％、0．1郎％でアンカーキャップ瓶詰初   

期時代（大正14年）の0・P9％に比較すればき分の1以下で非常に少なくなってゐる。これ曙近  
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時の加硫潅が少量の硫蟄と加硫促進剤との併用によって行はれてゐる関係紅よるものと偲ふ。  

（2）稀きアルカリ液に於ける腹硫作用は試料によって若干の粕達がある。餌ち試料Bは1％溶液   

に於てその作用著しく按漫であるが試料Aでは1％2時間で既に充分脱硫されてゐる。（約   

10分のlに減少す）  

即ち輪ゴムの脱硫はその品種により難易があるもので遊離硫費の少ないものが必ずしも早く  

脱硫されるものではない。  

（3）3％のアルカリ液で2時間煮沸すれぼその残留硫黄畳は試料Aで0．031％、試料召で0，029％  

となり雨着に殆ど葦がない。  

（4）輪ゴムの超類及輪ゴムに輿える惑影響等を考慮して脱硫の棟準は3％苛性ソーダ溶液中にて  

2時間乃至3時間の煮抑で残留遊部硫数量0．0き％内外が適当と考える。3時間以上の煮排は  

無駄である。  

（5）同一のアルカリ液を使用して数回以上腹蔵することが出解る。勿翰亡の場合アルカリ辞液量  

と輪ゴムの数最との関係によってその脱硫回数拝具なるが笑顔系繰把よれぼ20本の66粍輪ゴ  

ムを200tjeの3％苛性ソーダ膵液申にて腹蔵した場合3回目でもその既硫効果に葺がなかつ   

試料B隣用各2時間牛煮沸  た0即ち攻如し  

（6）脱硫後の輪ゴムの物ヨ週的、機械的変化、脱硫とアンカ  

ー蕎の異変及びそれが内容物に及ぼす影響については  

項を改めて述べる。  
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2，輪ゴムの硬度、抗張力及伸長度測定   

脱硫前後に於ける端ゴムの硬度、抗粥力及伸長度を測定しその変化を調べた。  

A、試  料   

試料の輪ゴムは前項睨疎試験ゼブものと全く同一むものを使周した。  

R、測定結果   

次表の如し  

解 2 褒  

謎 1、硬変はショアージュロメータ一にて測定す 測定鯉鷹23度C  

2、抗張力の数倍は試料3本の平均個を示す   

第2表を図示すれぼ次の如し  

一武◆割A  
・一・－－一・試料 8  

＝   ダ   J J    ¢  J J   ク  
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C、要約と考黍  。   

前項測定結果を要約L民．考察すれぼ   

次の如し  

（1）脱硫処理前¢）輪ゴムの硬度はA  

72、玉70、抗張力A41，1、Ij86．3  

（毎平方糎庇）伸長盛A310％、  

玉引3％で試料ヰB問に余り善  

が無い。  

（2）硬度は脱硫処理によって多少共  

増大し邑アルカリの濃度が高く  

なる程叉煮排時間が長くなるに  

従ひ増加する傾向がある。試料  

tiはそゐ増加が僅かで故高4虔  

く硬度74度）であるが試料Aは  

比較的大きく中にはほ虔（硬度  

鋪度）忙達す恵ものもある。叉  
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旬．  

試料Aの硬度増加桝緒に高法度  

へ  
のアルカリ液で概して長時間煮  

N  沸された場合に著Lレ、。  

＼   r3）珂にも見る如く輪ゴムのアノlカ  
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リ．処理による抗張力及伸長虞の  

変化は申準例外的のものがあり  

一足の紡翰を出す事が出来なか  

ったが大体の趨勢をしる事が出  

楽る。即ち、試料Aはアルカリ  

処理によって一枚打続張力及伸  

長度を減少する。又同一のアル  

カリ態度では煮沸時間が長くな  
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←礫叫扉印  

苓 紅 く  賓 客 喝  

るにつれ各々減少する。（例、  

き％アルカリ液の場合．）中でも高値虞のアルカリ液で長時間煮排し、硬度の著しく増大せし  

ものはその減少も亦甚だしい。（競輪力で約2分のl、伸長度で約3分の1に減少す）  

之に反し試料召は1、2の例外を除きアルカリ処理による兢礪力の減少は殆ど無く、伸長虞  

に於て伴か減少するのみである。  

（4）以上を要するに試料Aほアルカリ．処理によって硬度、鹿浜力及伸長度に相当の変化を驚ける  

が、試料王＝こは大した変化が無い。  
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3．輪ゴムの耐ねつ耐油試験  
＼   

乾ぬつ及食用油が輪ゴムの硬度、洗張力．及伸長度笹及ぼす影響につき実験した。試料の輪ゴムは   

程前と同」のもので、睨硫前のものとき％3時間の腹碍処理を 

た。   

A、実験方法  

（1）耐ねつ試験 試料を1150（三の湿度に保持せる電菊オープン中に1時間つるし後取出して数日   

後に硬度、抗張力及伸長度を測漣し、加ぬつせる前の試料と比較した。  

（2）耐油試験 試料を綿実油（酸慣2．5）申に浸した鮭］150C（0電気オープン申に1時間保持し  

複版出Lて油を拭ひ収り前岡模試験す。  

B、実験結果 次表の如し  

歩 a 表 輪ゴムの耐ねつ耐油試鹸襲 

坑 威 力   
（毎平方池聴）  

硬  度  加 ね つ 処 理  伸長旋（％）  
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無 効 ね つ  

115度1時間  

綿実油巾115度1時間  

無 加 ね つ  

115度 1時間  

綿実油中115度1時間  

無 加 ね つ  

115度1時間  

綿実油巧Tl15鹿】時間  

無 加 ゎ つ  

115慶1時間  

綿実油中1】．5度］．時間  

32．2   

28．7   

27．5   

25．2   

22．3   

2L．8   

26．1   

28．3  
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荘 試料Bを綿貸地中で加ねつするとゴムが犯きれて著しく柔軟且粘藩性とな一り測定不熊であった。   

U、要約と考察   

前項実傲結果を要約し邑考案すれぼ次の如L  

（1）家慶は試料A、お共11占OCl時間の乾ねつによっては挽蔵前鎮のものを間はず殆ど変化がな  

く精々硬度lの減少を示すのみである。（勿論この硬度は加ぬつ冷却後測愛したものであ？  

て加ねつ中の硬度はすつと低くなってゐる）之に反し観実油申で1150Cl時間加ねつすると  

著しく柔かくな■る。郎ち試料Aの脱硫前のもので硬度7の減少（硬度即）試料丑の挽蔵前の  

ものでは共に擬度13（硬度57）からの減少である。  

脱硫処う粗後のものでも試料一1は敬虔81よりア2に試料Bセ密度72より¢2にそれぞれ減少してゐ  

る0  

（2）試料丑を綿実油中で加ねつするとゴムが犯されて著しく柔軟乱粘潜性となり手等に黒色棚状  

物質が附蒸する。即ち試料乃は耐帥性不良である。試料Aにはこの事はない。  

－ 63、－   



（3）競張力は乾ねつ処理紅よって一般に梢減少するが仲良虔は増減区々である。  

概して抗張力伸長度共把乾一ねつによっては大L．た変化がないと云へる。  

（4）試料Aを綿実油中で加ぬつすると抗張力は2割弱減少するが伸長度は逆に2割褒増大する。  

試料1＝ま余りに柔軟にすぎて測定不能であったが宥め傾向が品々∴著しいものと考へる。   

4．組  括  

本年1月中旬大阪稿島工場より入手したA、1iの2篠栗の66粍輪ゴムに就て脱硫鍔験を行ひ、脱   

硫液としての適当なる苛性ソーダの濃度及煮沸時間を決足した。   

次にその脱硫前後に於ける輪ゴムの硬度、競張力及伸長度の変イヒを調べ又耐ぬつ，耐油性につい  

ても実験した。   

ナンカー瓶用輪ゴムの艮、不良は実際的各撞試験の上で決起すべきである今銭この方面に向つ七  

巽駒を進めあらゆる角度より各社製品の輪ゴムの品質について倹討し没後にアンカー用嘩ゴムと   

しての品質棲準規格を制定L．たい考へである。   

今回の試験に使用したA、B2種類の編ゴム可陣に不良と恩はれる点は試料Aのアルカリ処理に   

よぅてその品質が相当変化する事及試料玉が耐油性の惑い審である。試料Aの如くアルカリ処ヨ塑   

によって堅くなるのは輪ゴム成分中の軟化剤等がアルカリ煮排によって溶出され又は変化を受け   

るためであるから添加する軟化剤等については充分考慮を梯ふ必要がある。試料Bの耐油性不良   

は加硫不充分のためではあるまいか。  以  上  

式・  
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